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学校教育目標 

知徳体の調和のとれた品性ある子の育成 

―笑顔いっぱいの学校― 

考えを伝え合う子・できた !わかった !と思える子  思いやりを形で表す子   目標に向かって動く子 

 

学校が再開され、1週間が過ぎました。「学校の新しい生活様式」を意識し、精一杯取り組もうとす

る子供たちの姿が見られた 1週間でした。今日から午後までの授業が始まりました。意欲的に学ぼうと

する子どもたちの安全と安心を守るため、わたくしたち教職員も一層気を引き締めて取り組んで参り

ます。当分の間続けられる取組です。安全に気をつけて生活する習慣を身につけていけますよう引き続

きご家庭のご協力をお願いいたします。 

 

「学校の新しい生活様式」をふまえた本校の取組 

  

１ 児童への指導について 

（１）３つの基本：「３の密を避ける」「マスクの着用」「手洗い」を理解させます。（マスクは校内や登下校時は着

用が基本です。しかし、運動する時や気温の高い日の登下校時などは外すことができます。マスクをとった場合は、

距離をとり、しゃべらないようにします。咳エチケット） 

 

（２）６つの場面の手洗いの徹底をします。 

  ①教室に入る時  ②トイレの後  ③食事の前後 

 ④掃除の後    ⑤咳くしゃみ鼻をかんだ後 

⑥共有の物を触る前、触った後 

（理科室の実験道具、体育の用具等を使うときはその授業の前と後の手洗いを徹底します。） 

 

（３）手指で目・口・鼻をできるだけ触らないようにする指導をします。 

 

（４）授業は基本的にマスク着用で行います。集まったり、対面したりする活動は避けていますが、児童の指導と合わ

せて徐々に実施を進めていきます。また、体育科では教師の指導の下で、マスクを外して活動をします。また、

家庭科の調理実習や、音楽科の活動等は内容の並べ替えを行う等をして後回しにするなど、より安全に活動しま

す。 

 

（５）授業の間の１０分休みは準備、移動、トイレ、水飲みの時間です。長い休み時間は外遊びを推奨します。また、

体育館の使用は当分の間感染対策の体育館割とします。 

 

（６）給食は、別途作成した本校のマニュアルに基づいて、十分に安全を考慮して、配膳や食事、片付けの指導を行い

ます。 

 

（７）掃除は、よく換気し、密集を避け、たてわり班掃除を本日（６／８）より開始しました。時間の終わりまで、す

みずみまで、しゃべらない、このいつものめあてで行います。掃除後の手洗いを徹底します。（１年生は１１日

から掃除体験をし、来週から班の一員として掃除を行います。） 



２ 環境整備について 

（１）教室の机の間隔は、白山市の目安（児童間が１メートル）

にできるだけ沿うように座席配置を行っています。あわせ

て、換気を十分に行います。 

 

（２）学校薬剤師と確認の上、ドアノブ、スイッチ、手すり、ト

イレ、玄関等の共有部分については、児童が下校後、毎日

アルコール消毒を行います。 

 

（３）更衣スペースは、男子は教室、女子は体育館更衣室（男女

とも）等、必要に応じて更衣スペースを確保し、着替え

の際に密集しないようにします。 

 

（４）市より導入・設置されたサーモグラフックカメラによる発

熱チェックも行います。 

 

 

３ お願い 

（１）登校前の検温についてご協力ありがとうございます。お手

数だとは存じますが当分の間続けていか

なければなりません。どうかよろしくお

願いいたします。スマホ等でのご回答で

は、あてはまる項目チェック後に「送信」

ボタンをクリックすると、「回答を記録しました」と表示

されます。ご確認をお願いいたします。システムの不具合

が発生し、ご迷惑をおかけしている場合もありますが、

徐々に改善してきております。発熱のある場合はもちろ

ん、体調の良くない場合は登校を見合わせてください。 

 

（２）ご家庭でも、感染防止の指導、十分な睡眠、栄養バランスのとれた食事など、ご協力をお願いいたします。暑く

なって参りましたので、熱中症予防のためにも朝食時に水分もしっかりとるようにしてあげてください。 

 

（３）マスク以外にも、ハンカチ３枚、ティッシュ、マスク用の袋、水筒の持参を毎日ありがとうございます。水筒に

ついてですが、ペットボトルを水筒代わりにすることはご遠慮ください。ペットボトル飲料を製造販売している

メーカーからも「空き容器を水筒代わりに使うことはおやめください。衛生上、安全上の問題などが発生するお

それがあります。」と示されています。ご協力お願いいたします。 

 

※上記の内容のすべてについて、感染収束（又は拡大）の状況によって、徐々に対応を緩やかにしたり、

またはより厳しい対応が必要になったりする場合があります。 
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